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防
災
科
学
技
術
研
究
所
（
防
災
科
研
）
の
南
海

ト
ラ
フ
海
底
地
震
津
波
観
測
網
「
Ｎ

－

ｎ
ｅ
ｔ
」
は
、

２
０
２
５
年
６
月
に
整
備
が
完
了
し
、
運
用
段
階
に
入
っ

た
。
室
戸
（
高
知
）
と
串
間
（
宮
崎
）
の
陸
上
局
を
結
ぶ
２
系

統
（
沖
合
シ
ス
テ
ム
・
沿
岸
シ
ス
テ
ム
、
総
延
長
約
１
６
４
０
㎞
）

で
、
海
底
に
計
36
台
の
観
測
装
置
を
配
置
す
る
。
よ
り
震
源
に
近
い

沖
合
の
海
域
で
観
測
す
る
こ
と
で
、
地
震
は
最
大
20
秒
、
津
波
は
最
大

20
分
程
度
早
く
直
接
検
知
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

取
材
時
、
東
北
沖
で
地
震
が
発
生
し
て
警
告
音
が
鳴
っ
た
。
震
度
自
体

は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
音
を
発
し
た
モ
ニ
タ
ー
群
こ
そ
、
日
本
中
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
す
る
防
災
科
研
の
陸
海
統
合
地
震
津
波
火
山
観
測

網
「
Ｍ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ａ
Ｓ
―
モ
ウ
ラ
ス
―
」
の
一
端
だ
っ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ａ
Ｓ
は

地
震
・
津
波
・
火
山
を
常
時
監
視
す
る
枠
組
み
で
、
全
国
２
２
０
０
箇
所
超
の
観

測
点
を
網
羅
す
る
陸
上
の
高
感
度
地
震
観
測
網
（
Ｈ
ｉ

－

ｎ
ｅ
ｔ
）
を
は
じ
め
、
東

日
本
の
太
平
洋
沖
を
見
張
る
日
本
海
溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網
「
Ｓ

－

ｎ
ｅ
ｔ
（
海
底

ケ
ー
ブ
ル
総
延
長
約
５
５
０
０
㎞
）」な
ど
、陸
と
海
の
観
測
網
を
束
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、

Ｎ

－

ｎ
ｅ
ｔ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
観
測
空
白
域
を
補
う
新
し
い
海
底
観
測
網
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

海
底
で
長
期
間
動
か
し
続
け
る
装
置
を
支
え
る
〝
縁
の
下
〟
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
材
料
設

計
だ
。
観
測
装
置
の
筐
体
に
は
、厚
さ
約
３
㎝
の
ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
合
金
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ　

Ｃ
１
７
０
０
系
）

の
厚
肉
チ
ュ
ー
ブ
を
採
用
し
、
８
０
０
０
ｍ
級
の
水
圧
で
も
潰
れ
な
い
耐
潰
性
能
を
狙
っ
た
。
さ

ら
に
、
回
転
低
減
装
置
な
ど
も
同
じ
ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
で
統
一
し
て
異
種
金
属
に
よ
る
電
蝕
を
避
け

て
い
る
。
海
底
伝
送
ケ
ー
ブ
ル
に
も
導
体
と
し
て
銅
が
使
わ
れ
、
深
海
の
水
圧
と
腐
食
に
耐
え
る

合
金
か
ら
、
延
々
と
続
く
給
電
・
通
信
の
心
臓
部
ま
で
、
巨
大
防
災
網
の
要
所
を
〝
銅
〟
が
貫
い

て
い
る
。
見
え
な
い
海
底
で
、
銅
が
今
日
も
日
本
の
安
全
を
支
え
て
い
た
。

N-net（南海トラフ海底地震津波観測網）観測データ公開開始
国立研究開発法人 防災科学技術研究所（NIED）

さまざまなご説明をしてい
ただいた、地震津波火山
観測研究センター長
青井 真 氏

稼働中の MOWLAS を解説する青井センター
長。観測網内遅延は約 0.5 秒という “ ほぼリ
アルタイム” で地震を捉えるという 海底伝送ケーブルの断面

実物大の観測装置
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